第６１回
全国盲青年研修大会
～広島県大会～
            福山市制100周年記念
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山城　
会期　平成２７年９月１２日 (土)～９月１３日（日）

会場　福山市生涯学習プラザ（まなびの館ローズコム）

主催　社会福祉法人 日本盲人会連合　同青年協議会

　　　社会福祉法人 広島県視覚障害者団体連合会　同青年部
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スローガン

　めざそう！　共生社会の実現

　無くそう！　情報社会のバリア

立ち上がろう！次代を担う盲青年

第６１回全国盲青年研修大会（広島県大会）開催要項
１　目　的
　　　日本盲人会連合青年協議会を構成する全国の視覚障害青年が一堂に会し、当面する諸問題について研究協議を行い、自立と社会参加の促進、生活と福祉の向上を目指す。
２　主　催
　　社会福祉法人　日本盲人会連合・同青年協議会
　　社会福祉法人　広島県視覚障害者団体連合会・同青年部
３　後　援
厚生労働省、文部科学省、広島県、広島県社会福祉協議会福山市、福山市教育委員会、福山市社会福祉協議会
４　協　賛
　　株式会社エクシォテック、株式会社サン工芸、

メガネのタナカ
５　協　力
福山市視覚障害者福祉協会、福山市ボランティアセンター福山市視覚障害者地域活動支援センター 他
６　期日及び日程
　　平成２７年９月１２日（土）～１３日（日）
· 　９月１２日（土曜日）　福山市生涯学習プラザ
　　　　１０：００　青年協議会常任委員会
　　　　１２：００　参加者受付
　　　　１３：００　全国盲青年代表者会議
　　　　１５：００　各分科会
　　　　　　　　　　　第１分科会：生活問題全般
　　　　　　　　　　　第２分科会：就労・職業問題
　　　　　　　　　　　第３分科会：組織強化・その他
　　　　１７：００　全国委員会
　　　　≪会場を移動≫
　　　　１８：３０　歓迎夕食交流会　福山ニューキャッスルホテル
· 　９月１３日（日曜日）　福山市生涯学習プラザ
≪ホテル朝食後会場へ移動≫
　　　　 ８：３０　 参加者受付
　　　　 ９：３０　 研修会　いのちを考える　トーク＆コンサート
　　 　１１：００　大会式典・記念講演
　　　 １３：００　終了解散　
７　会　場
　　研修会会場　福山市生涯学習プラザ
（まなびの館ローズコム）
　　　 福山市霞町１丁目１０－１　℡084-932-7265
·  ＪＲ福山駅前徒歩１０分
　　宿泊等会場　福山ニューキャッスルホテル
　　　　福山市三之丸町８－１６　　℡084-922-2121
· 　ＪＲ福山駅前徒歩２分
８　大会事務局
　　　社会福祉法人　広島県視覚障害者団体連合会
　　　〒７３２－０００９　広島県広島市東区戸坂千足２－１－５
　　　　広島県立視覚障害者情報センター内
　　　　TEL・FAX ０８２－２２９－２３２０
　　　　Ｅ－mail  <kenshishouren@carol.ocn.ne.jp>
　
大 会 式 典 次 第

総合司会　井上いずみ
第一研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９：３０

いのちを考える　トーク＆コンサート
  　　　講 師　もり いさむ　さん

第１部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１：００ 

開会宣言　広島県視覚障害者団体連合会 青年部長
        日盲連青年協の歌斉唱

歓迎のあいさつ 広島県視覚障害者団体連合会会長

　　　  主催者あいさつ　日本盲人会連合会長

　　　　  　　　　　　　日盲連青年協議会会長

来賓祝辞

祝電披露

第２部                                      １１：３０

第二研修　記念講演
　「視覚障害者自立運動と若者の果たす役割」　

講師　元福山平成大学教授　藤井悟 先生

第３部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２：３０

代表者会議報告

分科会報告

大会宣言　　広島県視覚障害者団体連合会

　　　　大会決議　　広島県視覚障害者団体連合会　

次年度開催地あいさつ　　千葉県

閉会宣言　　広島県視覚障害者団体連合会　

終了解散
　大  会  宣  言  （案）

　広島県東部に位置し、備後地方の中核都市である福山市は、全国的に景勝の地として有名な歴史のある鞆の浦を有し、１００万本のバラの花が咲き香り、歴史と文化を感じるロマンあふれる街です。市制１００周年を来年７月に控えるここ福山の地に全国から若き視覚障害者が集い、第６１回全国盲青年研修大会（広島県大会）を開催できたことは大きな喜びです。この大会を通じ、私たちが抱える諸問題について真剣に協議するとともに、協議会会員相互が交流して親睦が図られたことは大きな成果です。

また、この大会を開催するにあたり、ご支援・ご協力いただいた広島県をはじめ、福山市等の後援団体、ボランティアの皆様方に、深く感謝申し上げます。

　近年、私たち障害者を取り巻く法制度は、大きく変化し整備されてきました。

「障害者基本法」の改正、「障害者総合支援法」の成立、「障害者差別解消法」の成立、「障害者雇用促進法」の改正等、この数年で日本の障害者関連の法整備に、一定の進展がみられたことは、一歩前進と言えます。さらに、我が国は、「障害者の権利に関する条約」の批准書を国際連合に寄託し、この条約は、昨年２月１９日に我が国において、効力を生ずることとなりました。このことは、さらなる前進と言えます。これらの一連の動きの中で、障害者団体が主体的に政策策定に関与したことは極めて大きな意義がありました。障害者関連法が、これから私たちの生活にとって実効性のあるものとなるように、引き続き国の動向を注視していく必要があります。

　視覚障害者の就労においては、障害者雇用促進法の改正により、2016年度から全ての事業主に合理的配慮が義務づけられることになります。一方、鍼・灸・マッサージを中心とする自営業者に対する支援は未だ不十分であり、今後の改善が望まれます。また、無資格医業類似行為者の問題解決やマッサージ診療報酬適正化に向けた取り組み、新職業の開拓等、幅広く継続して運動を続けることが必要です。

　視覚障害者にとって、安心・安全な移動環境の一層の整備が望まれます。近年、プラットホームへの可動柵の設置が都市部では徐々に進められていますが、地方を含めた全ての駅における早急な安全対策を各鉄道会社に強く求めていかなければなりません。また、公道での安全対策として、音響式信号機やエスコートゾーンの設置増加に加えて、ハイブリッドカーや電気自動車等への発音装置の使用義務化も大きな課題です。さらに、教習所での視覚障害者をはじめとする交通弱者についての教育、自転車利用者への安全教育が求められます。

　誰にでも使いやすい共用品の開発は、視覚障害者が快適で円滑な日常生活を送るためには不可欠です。タッチパネルを採用する家電製品やタブレット端末等の開発にあたっては、各メーカーに当事者としての要望を伝え、よりよい製品開発を働きかけていく必要があります。また、全ての金融機関や商業施設・宿泊施設等において、視覚障害者への合理的な配慮が実現されるよう、積極的な働きかけを続けていく必要があります。

　多くの視覚障害者が情報源としているテレビ放送では、必要な情報を十分に得られる環境が整っているとは言えません。緊急放送を含めた字幕の音声化を、各テレビ局や総務省に引き続き要望していくことが重要です。

　当協議会は、当事者組織としての責任と自覚をもち、私たちの尊厳が尊重され、人権と平等な機会が保障される共生社会の実現を目指して、力強く行動していくことを誓い、ここに宣言します。

平成２７年９月１３日 
第６１回全国盲青年研修大会広島県大会

大  会  決  議  （案）

１　
大規模災害時に避難情報等を視覚障害者に迅速かつ的確に伝えるためのシステム作りと、避難所における障害特性に配慮した対応を強く要望する。

１　
鍼灸マッサージ師の権益と国民の安全を守るため、鍼灸マッサージは有資格者のみが行えることを広く社会に啓発し、あはき業の健全な発展を阻害する無資格医療類似行為の積極的な取締とその一掃を強く要望する。

１　視覚障害者の就労の拡大に向けて、全ての地方公務員試験において、点字、拡大文字及び音声読み上げソフト利用による受験、試験時間の延長等の合理的配慮が提供されることを求める。また、活字印刷物への対応や自力通勤、介助者なしでの職務遂行など、実質的に視覚障害者を排除することに繋がる採用条件を撤廃するよう強く求める。

１　
障害者総合支援法の支給量の決定において、現在生じている地域間格差を解消するとともに、個々の障害者のニーズに対応した支援制度の実現を強く要望する。

１　
障害者差別解消法が、障害者権利条約の理念に基づいて運用されるよう、各行政機関や民間事業者に強く要望する。

１　
公共の施設や交通機関において、弱視者も全盲者も安全で快適に移動できる案内や誘導の仕組みの構築を強く要望する。

１　
視覚障害者の安全な移動を確保するために、歩きスマホの規正や自転車利用者のマナー向上などを強く要望する。

１　
家電製品やＩＴ機器の開発において、使いやすい操作ボタンや音声ガイドが充実するとともに、点字、拡大文字、ウェブサイト等により視覚障害者に充分な情報提供が行われるよう要望する。

１　
多くの視覚障害者の情報源となっているテレビ放送において、より多くの番組に音声解説を付加し、緊急放送の字幕を音声化するよう強く要望する。

１　
各種カードの識別において、視覚障害者が単独でその種類を判別できるよう、ユニバーサルデザインを考慮した統一規格の策定を要望する。

１　
金融機関の窓口、ＡＴＭ、ネットバンキング等での取引を、視覚障害者も健常者と同様に行えるよう要望する。

以上、決議する。

平成２７年９月１３日

第６１回全国盲青年研修大会（広島県大会）

【講師紹介】　　

　もり　いさむ　氏
　　（社）日本音楽著作権協会会員、金子みすゞ顕彰会会員、

　　日本子守唄協会会員

　　1980年頃からフォークシンガーとして活動を開始。

　　1985年、童謡詩人金子みすゞの詩に深い感銘を受けて

　　以来、約100編の詩に曲をつけ歌い続けている。

　　1998年、金子みすゞの故郷、山口県長門仙崎に「みすゞ

　　こうぼう」（現 金子みすゞ記念館）を開設。

　　2005年、歌手 芹 洋子さんを迎え20周年記念コンサート

　　（ルネッサながと）が大成功を収める。又、金子みすゞのうた

　　の集大成として未発表を含めた50曲入りＣＤアルバム「み

　　すゞのうた大全集」を発表。

　　現在、仙崎を拠点にマスコミ、幼保育園、小中学校など学校

　　教育関係のコンサート、お寺や婦人会、社会福祉などの企

　　画、又、市町村のイベントや人権、男女共同参画などの講演

　　で「生かされている命、みんなちがってみんないい」をテーマ

　　にして全国でコンサートを展開中。

　　

　　ホームページ　http://moriisamu.com/
藤井　悟　氏

1969年　日本福祉大学　社会福祉学部　卒業

1971年　広島県社会福祉協議会へ就職

1972年　同職退職後、福山市社会福祉協議会へ就職

2000年　同職（事務局次長）を退職後、福山平成大学
（経営学部　経営福祉学科）助教授に就任

2001年　同大学　経営福祉学科　教授

2013年　同大学　退職、　非常勤講師に就任　　　　　　

＜現在の主な役職＞
盈進学園理事、広島県社会福祉協議会理事、広島県社会
福祉協議会「プラチナ大学」運営委員長、福山市原爆被害者友の会会長、福山市心身障害児者父母の会会長等の役職

＜「障害者福祉」関係の主な講演＞
2001年　日本盲人社会福祉施設協議会　施設部会研修会　
広島（三原）大会において講演

2005年　第51回日本盲人会連合　盲女性研修大会（広島県大会）において　「人間を生きる　女を生きる　自分を生きる」～誇らしく　したたかに　しなやかに～

2010年 全国肢体不自由児・者父母の会連合会　全国大会
（広島大会）　「共生・供創社会と当事者自立運動」

2014年　福山市視覚障害者　新年互礼会研修
「視覚障害者の今昔」

　　 　　　

代 表 者 会 議
分 科 会 資 料
        第６１回全国盲青年研修大会
代表者会議次第

司　会：　小池佳郎（青年協議会事務局長）

○出席者確認

１　開会の挨拶

　（１）　竹下義樹（日本盲人会連合会長）

　（２）　大胡田誠（青年協議会会長）

２　議事手続き

　（１）　議長団選出

　（２）　議事録署名人および記録人選出

３　議事

　議案１　平成２６年度　日盲連青年協議会事業報告
（大胡田青年協議会長）

　議案２　平成２６年度　日盲連青年協議会　決算報告
（渡邊財務部長）

　       監査報告（原田会計監査）

　議案３　平成２７年度　日盲連青年協議会事業計画（案）
　（大胡田青年協議会長）

　議案４　平成２７年度　日盲連青年協議会予算（案）
（渡邊財務部長）

　議案５　大会宣言案および決議案について（濱野副会長）

　議案６　その他

　　（１）  団体青年部活動助成事業について
（伊藤組織対策部長）

　　（２）  次年度以降の輪番について（水本社会対策部長）

　　（３）  その他

４　議長団退任

５　閉会

※閉会後、青年協議会長及び会計監査員選挙
（戸羽選挙管理委員長）

日盲連　青年協議会

平成２６年度　事業報告（案）

（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

【テーマ】

１　ホームページ、メーリングリスト等を充実させ、会員相互の情報交換、交流の一層の活性化を図る。

２　移動、ＩＴ、就労等について、青年層の抱える問題を集約し、日盲連本部と連携のもと、社会に対する啓発を行う。

【主な活動】

・日盲連理事会、評議員会、将来ビジョン検討会への参加

・第６７回全国盲人福祉大会 大分大会への参加

・第６０回全国盲青年研修記念大会（岩手大会）の実施

・社会対策研修会の開催（都盲協と共催）

・就労に関する講話、スマートフォンの文字入力に関するアプリの体験

・機関誌「いぶき」の発行（メール版８回、音声版１回）

・団体青年部活動助成事業（６団体）

　　愛媛県　「カラオケを舞台で体験」

　　神戸市　「盲青年交流研修会＝異人館めぐりなど」

　　奈良県　「iPhone個別講習会」

　　富山県　「職業支援研修会」

　　千葉県　「バリアフリー上映会」

　　東京都　「就労シンポジウム」

・スポーツ助成事業（３団体）

　　大阪府　「カッターボート」

　　山形県　「タンデム自転車」

　　秋田県　「ブラインドテニス」

・青年協議会メーリングリストの管理

・青年協議会ホームページの運用

・日盲連「声のひろば」への音源提供（２回）

・青年協議会役員名簿の作成と管理

・点字・墨字・メールによる各種文書送付

・各種調査・アンケートへの協力

【経過報告】

 ４月１日（火）　
日盲連 第１回理事会 (ホテルベルクラシック東京)

 ４月１２日（土）　
青年協議会 第１回常任委員会 (日盲福祉センター)　　

 ４月１３日（日）　
青年協議会 第１回全国委員会 (日盲福祉センター)

 ４月２４日（木）　
日盲連 第２回理事会　(日盲福祉センター)

 ５月２９日（木）～３１日（土） 
第６７回全国盲人福祉大会大分大会、第３回・第４回日盲連

理事会・評議員会、第５１回全国盲人代表者会議　
(ホルトホール大分)

  ６月２５日（水）　各省庁への陳情

  ６月２８日（土）　
青年協議会 第２回常任委員会 (東京都障害者福祉会館)

  ８月２９日（金）～３１日（日）　
第６０回全国盲青年研修記念大会岩手大会
（ホテルメトロポリタン盛岡）　

  ８月３０日（土）　
青年協議会 第３回常任委員会、青年協議会代表者会議、青年協議会 第２回全国委員会

１２月７日（土）　
青年協議会 第４回常任委員会 (東京都障害者福祉会館)

１２月８日（日）　
社会対策研修会 (東京都障害者福祉会館)

１２月１７日（水）
　日盲連 第５回理事会 (日盲福祉センター)

３月１４日（土）～１５日（日）　
青年協議会 第５回常任委員会 (日盲福祉センター)

３月２５日（水） 
日盲連第５回・第６回理事会、評議員会
 (ホテルグランドヒル市ヶ谷)

	社会福祉法人　日本盲人会連合　青年協議会

	活動収支計算書

	（自）平成26年4月1日　（至）平成27年3月31日　　　（単位：円）



	
	
	当期収入額
	
	1,498,196
	
	

	
	
	当期支出額
	
	1,587,101
	
	

	
	
	当期収支差額
	-88,905

	
	

	勘　定　科　目
	
	予　算
	決　算
	増　減
	備　考

	事業収入
	会費収入
	当年度会費
	1,098,000
	1,098,000
	0
	未収5件

	
	
	過年度会費
	90,000
	0
	90,000
	未収5件

	
	寄附金収入
	
	0
	0
	0
	

	
	日盲連育成費
	400,000
	400,000
	0
	

	雑収入
	受取利息
	
	200
	196
	4
	

	
	その他雑収入
	0
	0
	0
	

	収入計　(1)
	
	1,588,200
	1,498,196
	90,004
	

	会議費
	常任委員会
	
	350,000
	228,951
	121,049
	

	
	全国委員会
	
	500,000
	456,407
	43,593
	

	
	監査会
	
	5,000
	0
	5,000
	

	
	（小計）
	
	855,000
	685,358
	169,642
	

	事務費
	通信事務費
	
	60,000
	36,512
	23,488
	

	
	ML/HP維持費
	7,000
	8,869
	-1,869
	

	
	交際費
	
	20,000
	0
	20,000
	

	
	（小計）
	
	87,000
	45,381
	41,619
	

	事業費
	全青大会負担金
	400,000
	400,000
	0
	

	
	社会対策費
	
	150,000
	115,462
	34,538
	

	
	組織対策費
	団体助成
	120,000
	180,000
	-60,000
	

	
	
	会報発行費
	20,000
	18,300
	1,700
	いぶき発行

	
	ｽﾎﾟｰﾂ対策費
	120,000
	90,000
	30,000
	

	
	旅費
	
	50,000
	52,600
	-2,600
	

	
	選挙管理費
	
	0
	0
	0
	

	
	（小計）
	
	860,000
	856,362
	3,638
	

	予備費　　　
	
	201,787
	0
	201,787
	

	支出計　(2）
	
	2,003,787
	1,587,101
	416,686
	

	当期収支差額合計(11)=(1)-(2)
	-415,587
	-88,905
	-326,682
	

	前期末資金残高　　(12)
	1,167,108
	1,167,108
	0
	

	当期末資金残高　　(11)+(12)
	751,521
	1,078,203
	-326,682
	

	

	貸借対照表

	
	
	
	　　　
	　　　
	平成27年3月31日現在

	
	
	
	
	
	
	（単位：円）

	勘　定　科　目
	
	当年度末
	前年度末
	増　減
	備　考

	流動資産                            
	現金
	
	0
	0
	0
	

	
	普通預金
	
	326,700
	505,687
	-178,987
	

	
	郵貯
	
	0
	0
	0
	

	
	未収金
	
	180,000
	90,000
	90,000
	過年度5、26年度5

	
	前払金
	
	0
	0
	0
	

	
	定期積立金
	
	502,028
	501,946
	82
	

	
	
	
	
	
	0
	

	資産の部合計 (1)                       
	1,008,728
	1,097,633
	-88,905
	

	流動負債                            
	未払金
	
	0
	0
	0
	

	
	
	
	
	
	0
	

	負債の部合計 (2)                        
	0
	0
	0
	

	次期繰越資金 (10)=(1)-(2)
	1,008,728
	1,097,633
	-88,905
	

	純資産の部合計 (11)=(10)                      
	1,008,728
	1,097,633
	-88,905
	

	負債及び純資産の部合計(2)+(11)              
	1,008,728
	1,097,633
	-88,905
	


[image: image2.emf]
日本盲人会連合　青年協議会

平成２７年度　事業計画(案)

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

【主な活動】

・日盲連理事会、評議員会、将来ビジョン検討会への参加

【活動方針】

１　ホームページ、メーリングリスト等を充実させ、会員相互の情報交換、交流の一層の活性化を図る。

２　移動、ＩＴ、就労等について、青年層の抱える問題を集約し、日盲連本部と連携のもと、社会に対する啓発を行う。

・第６８回全国盲人福祉大会 岐阜大会への参加

・第６１回全国盲青年研修大会（広島県大会）の実施

・青年協議会会長および会計監査員選挙の実施

・社会対策研修会の開催

・機関誌「いぶき」の発行

・団体青年部活動助成事業（スポーツ助成を含む）：５団体

・青年協議会メーリングリストの管理

・青年協議会ホームページの運用

・日盲連「声のひろば」への音源提供

・青年協議会役員名簿の作成と管理

・点字・墨字・メールによる各種文書送付

・各種調査・アンケートへの協力
【主な日程】

 ４月１１日（土）　
青年協議会 第１回常任委員会

　青年協議会会計監査会　(日盲福祉センター)

 ４月１２日（日）　
青年協議会 第１回全国委員会　(日盲福祉センター)

 ４月２７日（月）　
第１回日盲連理事会　(日盲福祉センター)

 ５月２９日（金）～３１日（日）　
第６８回全国盲人福祉大会 岐阜大会

　　　第２・３回日盲連理事会、第１回評議員会　(岐阜都ホテル)

 ６月２５日（木）　各省庁への陳情

 ７月４日（土）　 
青年協議会　第２回常任委員会　(日盲福祉センター)

 ９月１１日（金）～１３日（日）　
第６１回全国盲青年研修大会広島県大会

　　　（福山市生涯学習センター「ローズコム」、福山ニュー
キャッスルホテル）

 ９月１２日（土）
 青年協議会第３回常任委員会、 青年協議会代表者会議　

　　　　青年協議会第２回全国委員会　

１１月１４日（土）　
青年協議会第４回常任委員会　(日盲福祉センター)

１１月１５日（日）　
社会対策研修会　(日盲福祉センター)

１２月　 第４回日盲連理事会(日盲福祉センター)

３月１９日（土）～２０日（日）　
青年協議会第５回常任委員会　(日盲福祉センター)

３月　　 第５・６回日盲連理事会、第２回評議員会　(場所未定)

平成２７年度　収支予算（案）

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）
総収入額　1,824,900

総支出額　1,824,900

	　収入内訳
	
	
	
	単位：円

	項　　　目
	予算額
	前年度決算額
	備考

	繰越金
	326,700 
	505,687 
	　

	分担金
	1,098,000 
	1,008,000 
	61団体

	補助金
	400,000 
	400,000 
	日盲連より

	雑収入
	200 
	114 
	預金利息

	合　計
	1,824,900 
	1,913,801 
	　

	　支出内訳
	
	
	
	

	項　　　目
	予算額
	前年度決算額
	備考

	常任委員会
	270,000 
	228,951 
	　

	全国委員会
	400,000 
	456,407 
	　

	監査会
	5,000 
	0 
	　

	通信・事務費
	35,000 
	36,512 
	　

	ＭＬ・ＨＰ維持費
	7,200 
	8,869 
	　

	全青大会負担金
	350,000 
	400,000 
	　

	社会対策費
	150,000 
	115,462 
	　

	組織対策費
	　
	　
	　

	 ①団体青年部活動助成
	150,000 
	270,000 
	5団体
(ｽﾎﾟｰﾂ助成含む)

	 ②いぶき発行費
	20,000 
	18,300 
	　

	旅費
	40,000 
	52,600 
	　

	選挙管理費
	15,000 
	0 
	　

	予備費
	382,700 
	　
	　

	合　計
	1,824,900 
	1,587,101 
	　

	※ 未納分担金：過年度5団体、前年度5団体　180,000円

	日本盲人会連合　青年協議会

	平成２７年度 特別会計収支予算（案）

	（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	単位：円

	
	総収入額
	502,046 
	
	

	
	総支出額
	50,000 
	
	

	
	差引残額
	452,046 
	
	

	
	
	
	
	

	　収入内訳
	
	
	
	

	項　　　目
	予算額
	前年度決算額
	備 考

	繰越金
	501,946 
	501,864 
	　

	雑収入
	100 
	82 
	預金利息

	合　計
	502,046 
	501,946 
	　

	
	
	
	
	

	　支出内訳
	
	
	
	

	項　　　目
	予算額
	前年度決算額
	備考

	全青大会補助（広島県）
	50,000 
	0 
	　

	合　計
	50,000 
	0 
	　

	
	
	
	
	


全国盲青年研修大会輪番表

　　平成２１年度　第５５回　埼玉県

　　平成２２年度　第５６回　福岡県

　　平成２３年度　第５７回　仙台市

　　平成２４年度　第５８回　神戸市

　　平成２５年度　第５９回　静岡県

　　平成２６年度　第６０回　岩手県

　　平成２７年度　第６１回　広島県

　　平成２８年度　第６２回　関東ブロック

　　平成２９年度　第６３回　九州ブロック

　　平成３０年度　第６４回　近畿ブロック

　　平成３１年度　第６５回　東海・北信越ブロック

　　平成３２年度　第６６回　中国・四国ブロック

　　平成３３年度　第６７回　関東ブロック

　　平成３４年度　第６８回　九州ブロック

　　平成３５年度　第６９回　東北・北海道ブロック

　　平成３６年度　第７０回　近畿ブロック

　　平成３７年度　第７１回　東海・北信越ブロック

　　平成３８年度　第７２回　中国・四国ブロック

分科会地方提出議題

第一分科会：生活問題全般
司会進行：鳥羽晶幸（全国委員）、渡邉博和（財務部長）、水本剛志（社会対策部長）

１　視覚障害者が携帯電話（フィーチャーフォン）でアクセスできるホームページの継続並びに、容易な操作で携帯用ページにアクセスできる携帯電話の発売の継続を要望します。（近畿ブロック）

２　緊急速報の字幕に音声を付けてほしい。(東海ブロック)

３　視覚障碍者が安心して使えるよう、全ての家電製品に操作ボタンの点字表記と音声化を徹底していただきたい。（鳥取県）

４　ネット上での本人確認の認証方式を視覚障害者でも不自由なく利用できるようにしてほしい。（北信越ブロック）

５　金融機関が発行するワンタイムパスワードを視覚障害者が確認できる対策を。（大阪府）

６　どの金融会社のＡＴＭも完全音声化してほしい。
(静岡県)

７　金融機関やコンビニに設置されているATMを全て視覚障害者でも使用出来る端末に。加えて現在音声ガイドで利用出来る「預け入れ」「払い出し」「通帳記帳」「残高照会」など以外に「振り込み」の操作も出来るようなシステムの改善を希望する。（和歌山県）

８　各種カード（キャッシュカード、クレジットカード、診察券、ポイントカードなど）について、視覚障害者が単独でその種類を判別できるよう、ユニバーサルデザインを考慮した統一規格を策定するよう要望する。（東京都）

９　タッチパネルの導入に際しては、視覚障害者にも使いやすいよう配慮するよう要望する。（東北ブロック）

第二分科会：就労・職業問題

司会進行：五十嵐正吾（全国委員）、大胡田誠（協議会長）、小池佳郎（事務局長）、杉本唯史（スポーツ対策部長）

１　国の行政機関が実施する国家試験等において受験者の能力に応じた試験実施方法の充実を。（近畿ブロック）

２　改正障害者雇用促進法に基づく「合理的配慮指針」に視覚障害者の業務遂行に対して必要に応じての人的サポート「ヒューマンアシスト」を行うことと言う項目を追加してください。（大阪府）

３　「視覚に障害を持つあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の職域の拡大」～視覚障害者が行う訪問マッサージの往療料加算の国庫負担について～（九州ブロック）

４　同行援護事業に通勤も全国の各自治体で認可されるよう進めていただきたい。（石川県）

第三分科会：組織強化、その他

司会進行：高橋弘（全国委員）、濱野昌幸（副会長）、
伊藤丈人（組織対策部長）

１　同行援護など障害者総合支援方に基づく給付に関する自己負担額の算定は、世帯年収ではなく、利用者本人の年収のみを基準とするとの制度改正を求める。
（関東ブロック）

２　全ての電子書籍が視覚障害者にもアクセス可能なものとなるよう、統一的なアクセシビリティー基準の策定を要望する。（東京都）

３　点字毎日のファイル化されたデータを複数のメーカーの点字ディスプレイで、扱えるようになるよう、点字毎日と点字ディスプレイのメーカーに対応してもらうように働きかけて、更に、点字毎日に電子図書として、スマートホンやパソコンに対応してもらうように要望する。
（広島市）

４．運転免許証を取得できない視覚障害は、等級に関わらず電車を半額免除にしてほしい。また、１００kmの制限もなくしてほしい。(静岡県) 

５　「エレベーターの音声案内設置の充実」～デパート及び病院、公共施設などのバリアフリー推進～（九州ブロック）

６　音響信号機の音が小さくなったり、止められたりしているので、視覚障害者の安全な移動のため、理解の促進を関係機関に要望します。（神奈川県）

７　報道機関において、視覚障害の啓発活動（白杖・盲導犬・ロービジョンなど）を積極的に行うよう要望する
（神奈川県）
日盲連青年協の歌

作詞：木村龍平　
補作：竹中いく　
作曲：高木東六

１　緑の風が呼びかける　若い力の青年協

　　真理の声をたぐりあい　理想の道を開こうよ

　　日盲（ニチモウ）　日盲（ニチモウ）

　青年協　青年協

２　楽しい夢が燃え上がる　若い命の青年協

　　自由の光あびながら　文化の花を咲かそうよ

　　日盲（ニチモウ）　日盲（ニチモウ）

　青年協　青年協

３　明るい声にこぞりたつ　若い希望の青年協

　　世紀の鐘を聞きながら　しあわせの灯をともそうよ

　　日盲（ニチモウ）　日盲（ニチモウ）

　青年協　青年協

[image: image3.emf]
青い道（青年協愛唱歌）

作詞：橋本泰治　
作曲：寺内義明

１　思い切りはじけてる　激しい汗をぶつけ合い

　　心から笑ってる　素敵な言葉交し合い

２　集まって知り合って　時を忘れて夜更けまで

　　語らって触れ合って　時を重ねて夜明けまで

３　友達がまた１人　昨日訪ねたこの町で

　　思い出がまた一つ　今日は旅立つこの町を

４　しっかりと見つめたい　自分のつけた足跡を

　　ゆっくりと見付けたい　自分にあった生き方を

５　私にもありますか　誰かの役に立てること

　　私にもできますか　何かを少し変えること

６　知恵を出し声を出し　みんなで築く青い道

　　肩を組み夢を持ち　みんなと進む青い道

　　未来へ続く青い道
※下記の青年協ホームページで、音源を聞くことができます。

http://seinenkyou.org/song/
　　　　　　　第６１回　全国盲青年研修大会役員名簿

 大会会長： 　   竹下義樹   （日本盲人会連合　会長）
大会副会長：   大胡田誠   （日盲連青年協議会　会長）
大会委員長：   前川昭夫　  （広島県視覚障害者団体連合会　会長）

実行委員長：   橘高則行　  （広島県視覚障害者団体連合会　副会長）

実行副委員長： 細谷成二    （広島県視覚障害者団体連合会青年部長）        
実行委員：     藤井　貢　   （広島県視覚障害者団体連合会　副会長）

実行委員：     大原佳子　  （広島県視覚障害者団体連合会　副会長）

実行委員：     根本敏太郎 （広島県視覚障害者団体連合会　理事）

　　　　　　　　　　　　　         （福山市視覚障害者福祉協会　会長）

実行委員：     渡辺清恵　  （福山市視覚障害者福祉協会　事務局長）

実行委員：     広中紀万　  （福山市視覚障害者福祉協会 青年部長）

実行委員：     藤原修臣　  （福山市視覚障害者福祉協会 青年部）

実行委員：     後藤幸生    （広島県視覚障害者団体連合会事務局長）               
